
平成29年２月１日（水）～平成29年３月31日(金）必着

午前８時30分～午後5時15分 土･日･祝を除く

市と市民活動団体等が協働して地域的・社会的課題を目指す公益的な事業

秋田市内で活動している市民活動団体等

事業に直接要する経費について最大１００万円まで （秋田市協働サポート交付金を活用予定）

所定の応募書類を秋田市中央市民サービスセンターへ持参

公開プレゼンテーション（４月中旬開催予定）後、審査委員会の審査結果に基づき選考

採択された場合、協定締結後（５月中旬頃）から、平成30年３月31日まで

平成29年２月１日（水）～平成29年３月10日(金）必着

あきたまご

募 集 期 間

受 付 時 間

対 象 事 業

対 象 団 体

交 付 金

提 出 方 法

審 査 ・選 考

事業実施期間

エントリー受付

対象事業等、募集の詳細は、裏面に記載しています。
「提案の手引き」および「応募書類の様式」は、市のホームページからダウンロードできます。
http://www.city.akita.akita.jp/city/copr/propo/egg.htm

募集についてのご相談お問い合わせ先

秋田市 市民生活部
中央市民サービスセンター
協働･分権担当

☎018-888-5642 FAX018-888-5641 E-mail: ro-copr@city.akita.akita.jp
http://www.city.akita.akita.jp/city/copr/default.htm

〒010-8560 秋田市山王1丁目1番1号

子どもの居場所づくり

平成29年度市民協働事業提案 課題解決提案部門

秋田のたまご＝「あきたまご」をご提案ください
「あきたまご」とは、地域課題や社会的課題の解決を目指す、市民の皆さんのアイディアのこと。
秋田市では、市と市民活動団体等が協働で取り組む事業の提案（あきたまご）を募集します。

優れた提案は、秋田市協働サポート交付金を活用して事業化を図ります。

あなたが描く、秋田の未来を応援します！！



家庭で夜遅くまでひとりで過ごすなどの課題を抱える子どもたちが、食事や学習、団らん
などを通して安心して過ごすことができる居場所づくりを進める事により、子どもたちの健や
かな育ちを社会全体で支援する。

開催場所を定めて定期的に子どもの居場所を開設し、子どものための食事の提供、学習
習慣の定着や基礎的な学力向上のための宿題や家庭学習の支援、保護者への相談・支
援や子どもの生活支援を行う。

以下の要件を満たす市民活動団体等が対象です。 複数団体の共同提案も可能です。
●本市に事務所を有し、又は本市を主な活動場所としていること。
●法人以外の団体の場合にあっては、５人以上の構成員を有すること。
●組織の運営に関する規則があること。
●適正な会計処理ができること。
●交付対象事業を的確に遂行できる能力を有していること。
●宗教活動や政治活動を主たる目的とした団体でないこと。
●暴力団又はその構成員等の統制下にある団体でないこと。

子どもの居場所づくり

エントリーから審査までの流れ

課題解決提案部門の募集の詳細について

事業の目的

対 象 者

募集テーマに関するお問い合わせは

エントリー 事業提案 公開プレゼン 審 査

採 択 協定締結 事業実施

秋田市

☎018-887-5312 FAX018-887-5659 E-mail:cosmo-space@alve.jp
〒010-8506 秋田市東通仲町４番１号 秋田拠点センターアルヴェ３Ｆ

ボランティア活動やNPO活動をサポートします
市民交流サロンでは、ミーティングスペースの提供や活動のアドバイス、情報提供などを行っています。
活動をしている方はもちろん、これから何か始めたいと思っている方も、どうぞお立ち寄りください。

開館時間：午前９時〜午後７時

年中無休（年末･年始を除く）

ホームページ
http://www.alve.jp/pages/salon

フェイスブック
http://fb.me/akitacitysalon

3/10まで 3/31まで 4月中旬（予定）

5月中旬（予定） 交付申請 交付決定

募集テーマ

事業イメージ

秋田市 子ども未来部 子ども総務課

☎018-888-5687 FAX018-888-5693 E-mail: ro-chbs@city.akita.akita.jp
〒010-8560 秋田市山王一丁目1番1号

市民活動団体等とは？

特定非営利活動法人、ボランティア団体、公益社団法人等の非営利活動を主たる目的とする団体で、
市民を対象とした公益的な活動を継続的に行うものです。法人格の有無は問いません。

市民活動に関する相談窓口

採択から事業実施までの流れ


